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1 

 

別紙                    氏 名  丸山 幸子          

質 問 事 項 

 

№  １   

今後の市政運営について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 新たな柴田市政が始まりました。新型コロナウイルス感染症、ロシアによ

るウクライナへの侵略など世界情勢が不安定の中、本市は、次の50年へ歩ん

でいく重要な時を迎えています。市長選において掲げられた、公約の実現に

向けた決意や、抱負を含めた今後の市政運営について伺います。 

 

（１）スローガン「市政の安定とさらなる発展を！」について 

（２）キャッチフレーズ「もっと住みやすい街へ やっぱり住みたい街へ」

について 

（３）前市長の継承と発展について 

（４）民間の活用について 

（５）次の50年を見据えた市政運営について 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

2 

 

別紙                    氏 名  丸山 幸子         

質 問 事 項 

 

№  ２   

少子超高齢化社会と人口減少問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 市長は、企業にお勤めであった時から、少子超高齢化と人口減少が、我が

国をむしばむ深刻かつ最大の課題であると認識されておられたとのことであ

ります。この課題は、２年３年で解決する課題ではなく、10年、20年と成果

が表れるまでには時間のかかる難しい課題であります。しかし、今、取り組

まなければならないこの大きな課題に、どう取り組んでいかれるのかをお聞

きします。 

 

（１）少子超高齢化社会への対策について 

（２）人口減少問題について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子          

質 問 事 項 

 

№  ３   
今後の予算編成と財政の見通しと支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 当初予算は、骨格予算となっていますが、今後の補正予算の中で市長の新

しいカラーが出てくることになります。今後の予算編成に対する市長のお考

えと、今後の財政の見通しや、コロナ禍からの地域経済活性化などについて

伺います。 

 

（１）今後の予算編成について 

（２）今後の財政の見通しについて 

（３）地域経済活性化について 

（４）物価高騰下における財政的支援について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

4 

 

別紙                    氏 名  丸山 幸子  

質 問 事 項 

 

№  ４   
子育て支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 令和５年４月に、こども家庭庁が発足となります。子育てをしやすい環境

づくりを政府を挙げて取り組む態勢がつくられていきます。 

また、公明党は、昨年11月に「子育て応援トータルプラン」を発表しまし

た。妊娠から、教育を受けて巣立つまで、一貫して継続的に支援し、伴走型

支援と経済的支援をパッケージとして一体的に行うプランとなっています。 

子育て支援は、国においても自治体においても最重要課題となっていま

す。そこで、市長の本市における子育て支援についてのお考えを伺います。 

 

（１）子どもを産み育てやすいまちづくりについて 

（２）待機児童対策について 

（３）保育園の洋式トイレ整備について 

（４）０歳児から２歳児への支援について 

※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

5 

 

別紙                    氏 名  丸山 幸子         

質 問 事 項 

 

№  ５   
ヤングケアラー支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 「ヤングケアラー」とは、本来大人が担うと想定されている家事や家族の

世話などを日常的に行っているこどものことであります。その責任や負担の

重さにより、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがあります。 

 国の実態調査によりますと、その割合は中学生の約17人に１人、高校生の

約24人に１人にのぼります。さらに、国は昨年３月、ヤングケアラー支援に

関するマニュアルを策定し、各地で取組が始まっています。まずは、ヤング

ケアラーの存在に気付き、必要な支援を行うことが重要であります。 

 本市におけるヤングケアラー支援について伺います。 

 

（１）ヤングケアラーに気付くための仕組みについて 

（２）ヤングケアラーへの支援について 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子      

質 問 事 項 

 

№  ６   
高齢者施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 第８期尾張旭市高齢者保健福祉計画（令和３年度から令和５年度）におい

て、計画策定の目的として「団塊の世代が75歳以上となる2025（令和７）年

を見据えて、地域包括ケアシステムの構築を進めるとともに、現役世代が急

減する2040（令和22）年の状況も念頭に置き、中長期的な視点に立って、介

護需要、サービス種類ごとの量の見込みやそのために必要な保険料水準を推

計し、具体的な取組内容やその目標を計画に位置付けるものです。」と掲げ

られています。 

 2025年をまもなく迎え、令和６年度からの第９期尾張旭市高齢者保健福祉

計画と重点取組など高齢者施策について伺います。 

 

（１）認知症施策の推進について 

（２）医療と介護の連携について 

（３）生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進について 

（４）第９期尾張旭市高齢者保健福祉計画について 

※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

7 

 

別紙                    氏 名  丸山 幸子      

質 問 事 項 

 

№  ７   
ひきこもり対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 ひきこもりとは、家族以外との人間関係がなく、社会参加をしていない状

態を指します。必ずしも家に閉じこもっているわけではなく、外出をするよ

うな方でも家族以外の方との親密な対人関係がない状態はひきこもりに含ま

れます。ひきこもりになってしまうと、社会的な適応度が著しく低下しま

す。さらに、長期化するとともに、精神症状や二次的な問題行動を引き起こ

してしまう可能性があり、一生を棒に振りかねない状況に陥る場合すら珍し

くありません。正確な情報に基づいて注意喚起を行い、適切な支援がなされ

るように窓口を整備し、正しい支援を行う必要があります。 

ひきこもりのきっかけとして大きいのは「不登校」と「退職」です。学生

時代に不登校となり、そのまま卒業や退学になってひきこもりになってしま

うパターンが多いことが知られています。また近年増加傾向にあるひきこも

り状態は、会社を退職してから生じるものです。 

令和４年から「ひきこもり地域支援センター」の設置主体が市町村に拡充

され、支援の核となる相談支援・居場所づくり・ネットワークづくりを一体

的に実施する「ひきこもり支援ステーション事業」の創設など、市町村にお

ける取組が推進されています。本市におけるひきこもりの対策について伺い

ます。 

 

（１）ひきこもり対策について 

（２）子ども・若者支援地域協議会の設置について 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子        

質 問 事 項 

 

№  ８   

教育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 新型コロナウイルスの発生から３年余りが経ちました。この間、学校現場

では想像もしなかった変化と対応の連続でありました。児童・生徒へのタブ

レットの貸与、学校行事の中止や内容の見直し、教育活動の制限など、子ど

もたち自身の環境も大きく変化しました。今後の学校運営や、学校教育の課

題であるいじめ・不登校対策の強化、また、検討されてきました学校体育館

のエアコン設置について伺います。 

 

（１）これからの学校運営について 

  政府は、新型コロナウイルスの感染症法上の分類を５月８日から、季節

性インフルエンザと同じ「５類」に引き下げると決めました。感染者の外

出自粛や医療費の負担、マスク着用、医療機関への受診など、これまでと

対策が大きく変わりますが、学校現場では、今後、どんなことがどのよう

に変わっていくのかをお聞きします。 

 

（２）いじめ、不登校対策の強化について 

 

（３）学校体育館のエアコン設置について 

今年度、小中学校体育館への空調設備の導入に向けた 調査・検討を実施

されましたが、その結果と今後について伺います。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子         

質 問 事 項 

 

№  ９   
防災・減災対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 2023年２月６日、トルコ・シリア国境付近で大地震が発生し、２カ国で３

万5,000人以上の死亡が確認されており（２月13日時点）、今後も増加する見

込みです。大きな建物が倒壊した様子が映し出され、このような大惨事に

なった原因の一つに耐震化の問題があるとの指摘もあります。いつ、発災す

るか分からない地震などの災害に備え、防災・減災に取り組み続けなければ

なりません。 

 市長の掲げた10の提言の一つ目に、「災害に備えた自助・共助（近助）の

重要性の啓発と、防災態勢の拡充を図ります」とありました。具体的に、ど

のように防災・減災対策を進めていかれるのかをお聞きします。 

 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子         

質 問 事 項 

 

№  １０   
平子の森の利活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 平子の森の利活用に関しては、これまでも各会派の多数の議員から複数回

にわたり一般質問が行われております。しかし、暫定的な利用や一部開放は

されてはおりますが、まだ明確な方向性が示されていません。さまざまな課

題があることも理解しますが、今後、具体的な方向性を打ち出すことが必要

だと考えています。市長のお考えをお伺いいたします。 

 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

11 

 

別紙                    氏 名  丸山 幸子      

質 問 事 項 

 

№  １１   
公共交通の利便性向上について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 以前、豊明市で実施されているオンデマンド型交通サービスの「チョイソ

コ」を視察したことがあります。登録会員の内訳は70代以上が８割以上を

占めており、利用目的は買い物と医療（通院や見舞い）で８割を占めて

いるそうです。 

市長の掲げた提言に「オンデマンドバス・タクシーの実証実験を誘致する

など、公共交通の利便性向上を図ります」とありました。公共交通の利便性

向上についてのお考えを伺います。 

 

 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子           

質 問 事 項 

 

№  １２   
多様性を認める社会のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 今、社会は、性別や年齢、障がいの有無、国籍、文化などが異なる人々の

属性を尊重するという「多様性」を認める社会へと大きく変化をしていま

す。 

また、多様性は、ＳＤＧｓ自体の目的が「誰一人取り残さない」世

界の実現であることから、ＳＤＧｓの根幹をなす重要な概念といえ

ます。 

市長は、市長選に当たり 10 の提言をされました。その中で、「女性やシニ

ア層が活躍する全員参加型の地域社会を目指します」と、ありました。全員

参加型の地域社会とは、多様性を認める「誰一人取り残さない」社会とも言

えるのではないかと思います。  

 

（１）女性が活躍するまちづくりについて 

  公明党は、女性の社会進出に向けて、男女雇用機会均等法や女性活躍推

進法などの法整備をリードしてきました。その結果、女性の就業者数は、

1985年時点から36年間で約700万人増えて3000万人以上に増加しました。女

性の活躍が広がる中で、コロナ禍においては、子育てや介護など、女性に

負担がかかるといった現状が浮き彫りにされました。女性がより活躍する

ためには、まだまだ社会環境が整備されなければなりません。市長の女性

が活躍するまちづくりについてのお考えをお聞かせください。 

 

（２）ＬＧＢＴなど性的少数者への支援について 

  国において、ＬＧＢＴなど性的少数者への理解を促進するための法案、

「LGBT 理解増進法案」の協議がされています。パートナーシップ制度の導

入など、LGBT など性的少数者への理解促進や取組について伺います。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 


